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研究に欠落していた社会的状況の検証であり、簡潔な記述であるが本論文の大きな成果といえる部分であ
る。  
 続いて第２章では、近世に定式化していた能舞台本体が橋掛かりの取り付き角度や屋根形式を除いて、明
治以降も継承され大きくは変化しなかった事実を明らかにしている。これは能楽専用施設の変容にあたって
大きな制約となる事象の確認である。  
 第３章及び第４章では、演者である能楽師が運営に参与せず、行幸・行啓など国家的な目的意識において
建設運営された能楽専用施設の検討を行っている。事例として取り上げられているのは、芝能楽堂及びその
後継となる靖国神社能楽堂であり、ここでの度重なる観覧領域の改修の実態を、能楽上演の目的や観覧者の
階層構造の変化と関連付けて論じている。  
 本申請論文の中核ともいうべき第５章・第６章は、能楽師及び能楽団体が運営主体となった数多くの能楽
専用施設の検証である。ここでは、会員制度を前提とした能楽団体独自の上演システムと、観覧領域の区分
や配置方法、そこでの着座姿勢との関連を読み取っている。こうした能楽団体の上演施設については、これ
まで研究の対象としては軽視されていたが、ここでの試行錯誤の積み重ねが後の定型化の基盤となったこと
を明らかにしているという点で重要な論考となっている。  
 第７章は、６章までの内容を総括した上で、能楽専用施設全体の建築的な変化をまとめて類型化した部分
で、最後の結章では論文全体の総括を行っている。  
 以上のように本申請論文は、日本近代において独自の発展変容を見せた能楽専用施設について、建築形態
の変容を実証的かつ詳細に追ったものとして価値が高い。そして、その建築的な変化をもたらした要因につ
いて丹念に明らかにしている。その意味で、本申請論文は能楽専用施設のみを対象としているが、日本独自
の内在的な近代化の様相を検証しようとした意欲的な論文であり、本学大学院の博士学位論文に十分値する
ものである。  
 
 
